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（仮称）大谷観光周遊拠点施設の整備内容について 

令和４年４月２０日 

 

大谷の観光・周遊の拠点となる施設の完成イメージを公表！ 

～大谷石を活用しながら，令和５年１１月のオープンに向けて整備を実施～ 

 

 

 

 

 

○ 名 称 

  （仮称）大谷観光周遊拠点施設 

 

○ 整備の目的 

  大谷地域への来訪者の滞在・交流の促進，賑わいの創出，並びに地域活性化を図るた

め，観光・周遊の発着点となる施設を整備するもの 

 

○ 施設の構成や活用イメージ等 

主な施設 主な機能 活用イメージ等 
旧大谷公会堂 
（延床面積 約 200㎡）

滞在・交流促進 
文化継承・創造 

舞台を活用したイベント・公演（約 100 名程度）
ホールを活用した展示 など 

ビジターセンター 
（延床面積 約 120㎡）

情報発信 
その他 

来訪者への観光案内，トイレ（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対応） 
赤ちゃんの駅 など 

多目的スペース 
（約 200 ㎡） 

滞在・交流促進 屋外でのイベント開催 など 

駐車場など 
（約 5,380 ㎡） 

発着・回遊 駐車場等（普通車 99 台，ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 5 台，大型車
7 台），ﾓﾋﾞﾘﾃｨ乗降 など 

敷地面積 約 5,900 ㎡   

 

○ 完成イメージ等   別紙のとおり（画像提供できます） 

 

○ 整備内容の特徴 

・ 国登録有形文化財「旧大谷公会堂」について，解体した石材を再利用しながら，建築

当初（昭和４年竣工）の姿に復原 

・ 旧大谷公会堂に隣接して新たに整備する「ビジターセンター」にも，内装・外装に積

極的に大谷石を使用 

・ 「多目的スペース」や外構設備等においても，大谷石やユニバーサルデザイン等に配

慮した部材などを組み合わせながら，屋外イベントでの利用など賑わい創出に繋がる

滞在空間や，拠点施設から周辺への回遊空間を整備 

 ・ 「景観形成重点地区」等にふさわしい景観づくりを推進するため，周辺景観と調和を

図った色彩・デザイン等 

大谷石採取場跡地などの地域資源を活用した観光誘客や，日本遺産「大谷石文化」の認定な

ど，官民連携で地域振興に取り組んでいる大谷地域において，来訪者の滞在・交流の促進やさ

らなる賑わいの創出，それらを通じた地域活性化に向け，代表的な地域資源である「大谷石」

を活用しながら，新たな観光・周遊の拠点となる施設を整備します。 

裏面あり
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○ 管理・運営 

民間のノウハウを活用した効果的な管理・運営に向け，指定管理者制度を導入し，令和

４年度から指定管理者の選定に向けた手続きを行っていく。 

 

○ 工事スケジュール（予定） 

令和４年 ５月～  敷地造成工事 

     冬頃～  建築工事 

          外構工事 

令和５年１１月   供用開始 

 

○ 整備場所 

旧市営大谷駐車場及び隣接地 

（宇都宮市大谷町１２７１番２ほか） 

（位置図のとおり） 

 

 

 

 

 

  

大谷寺 

大谷公園

至 鹿沼・日光 
至 宇都宮市街 

整備場所 

旧市営大谷駐車場隣接地 

位置図 










